
集

１
．
為
替
業
務
の
意
義

　

為
替
業
務
と
は
、
隔
地
者
間
に
お

い
て
直
接
現
金
の
輸
送
を
す
る
こ
と

な
く
、
資
金
の
授
受
の
目
的
を
達
成

す
る
業
務
で
す
。
Ｊ
Ａ
の
信
用
事
業

に
お
い
て
は
、
貯
金
業
務
、
貸
付
業

務
と
並
ん
で
三
大
業
務
の
一
つ
に
位

置
づ
け
ら
れ
る
重
要
な
業
務
と
い
え

ま
す
。

　

隔
地
者
間
に
お
い
て
、
直
接
現
金

の
授
受
を
行
う
場
合
に
は
、
紛
失
・

盗
難
の
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
し
、
移

動
に
伴
う
時
間
的
ロ
ス
や
交
通
費
等

の
経
費
も
か
か
り
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
こ
れ
ら
の
不
都
合
を
軽
減
し
、

安
全
で
迅
速
に
資
金
決
済
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
為
替
取
引
は
、
組
合

員
・
利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
の
高

い
決
済
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
を
は
じ
め
と

し
た
金
融
機
関
は
、
お
客
様
に
現
金

の
輸
送
に
代
わ
る
決
済
手
段
を
提
供

し
、
お
金
の
移
動
の
仲
介
者
の
役
割

を
果
た
す
と
と
も
に
、
お
客
様
か
ら

為
替
手
数
料
を
得
て
、
こ
れ
が
経
営

の
重
要
な
収
益
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
と
い
う
意
義
も
あ
り
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
為
替
業
務
の
う
ち
内

国
為
替
の
基
本
を
学
び
、
業
務
の
堅

確
性
を
ア
ッ
プ
し
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
、
内
国
為
替
の
種
類
の
う

ち
「
振
込
」
と
「
代
金
取
立
」
を
取

り
上
げ
て
解
説
し
ま
す
。

２
．
内
国
為
替
業
務
を
支
え
る

全
国
銀
行
内
国
為
替
制
度

　

全
国
銀
行
内
国
為
替
制
度
は
、
法

律
上
内
国
為
替
業
務
を
営
む
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
銀
行
、
そ
の
他
の
金
融

機
関
相
互
間
の
、
内
国
為
替
取
引
お

よ
び
同
取
引
に
よ
っ
て
生
じ
る
為
替

貸
借
の
決
済
等
を
、
統
一
的
手
続
お

よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
国
為

替
事
務
の
合
理
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

そ
し
て
、
本
制
度
は
、
参
加
す
る

加
盟
金
融
機
関
間
の
、
内
国
為
替
取

引
に
関
す
る
事
務
手
続
を
定
め
る

「
内
国
為
替
取
扱
規
則
」
お
よ
び
加

盟
金
融
機
関
間
の
内
国
為
替
取
引
に

よ
っ
て
生
じ
る
為
替
貸
借
の
決
済
に

関
す
る
事
項
を
定
め
る
「
内
国
為
替

決
済
規
則
」
の
各
規
則
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
取
り
扱
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

全
国
銀
行
内
国
為
替
制
度
は
、
法

律
上
内
国
為
替
業
務
を
営
む
こ
と
が

認
め
ら
れ
た
す
べ
て
の
金
融
機
関
を

包
摂
す
る
制
度
で
あ
り
、
わ
が
国
の

集
中
決
済
制
度
の
中
心
と
し
て
経
済

社
会
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

基
礎
を
押
さ
え
て
実
務
に
活
か
そ
う

内
国
為
替
と
手
形
・
小
切
手

①
内
国
為
替
の
実
務

Ｉ
Ｔ
化
の
進
展
や
新
た
な
決
済
サ
ー
ビ
ス
が
浸
透
す
る
昨
今
、
Ｊ
Ａ
な
ら
で
は
の
温

か
い
窓
口
対
応
と
事
務
の
堅
確
性
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
信
用
事

業
の
軸
で
あ
る
内
国
為
替
の
基
本
知
識
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
お
こ
う
。
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３
．
内
国
為
替
取
引
の
範
囲

　

内
国
為
替
取
扱
規
則
で
は
、
内
国

為
替
取
引
を
図
表
１
に
あ
る
四
つ
の

為
替
種
類
に
区
分
し
、
さ
ら
に
そ
れ

を
為
替
種
目
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
①
送
金
、
②
振
込
、

③
代
金
取
立
の
取
引
は
「
為
替
取

引
」
に
該
当
し
、
④
雑
為
替
は
「
資

金
決
済
取
引
」
に
該
当
し
ま
す
。

４
．
内
国
為
替
取
引
の
当
事
者

と
為
替
通
知

⑴
　
内
国
為
替
取
引
の
当
事
者

　

内
国
為
替
取
引
の
当
事
者
に
は
、

次
の
四
者
が
存
在
し
ま
す
。

①
　
依
頼
人

　

仕
向
銀
行
ま
た
は
委
託
銀
行
に
対

し
て
、
為
替
取
引
を
依
頼
す
る
者
で

す
。
振
込
の
場
合
に
は
受
取
人
へ
の

資
金
移
動
を
依
頼
す
る
者
が
、
代
金

取
立
の
場
合
に
は
手
形
・
小
切
手
等

の
証
券
類
の
所
持
人
が
、
依
頼
人
と

な
り
ま
す
。

②
　
受
取
人
・
支
払
人

　

振
込
の
場
合
に
は
為
替
資
金
の
受

領
者
を
受
取
人
と
い
い
、
代
金
取
立

の
場
合
に
は
約
束
手
形
の
振
出
人
等

の
取
立
証
券
類
を
支
払
う
人
を
支
払

人
と
い
い
ま
す
。

③
　
仕
向
銀
行
・
委
託
銀
行

　

依
頼
人
か
ら
振
込
の
依
頼
を
受
け

た
金
融
機
関
を
仕
向
銀
行
と
い
い
、

代
金
取
立
で
は
、
依
頼
人
か
ら
証
券

類
の
取
立
依
頼
を
受
け
た
金
融
機
関

を
委
託
銀
行
と
い
い
ま
す
。

④
　
被
仕
向
銀
行
・
受
託
銀
行

　

振
込
に
お
い
て
、
受
取
人
の
預
貯

金
口
座
が
あ
る
金
融
機
関
を
被
仕
向

銀
行
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、
代
金
取

立
に
お
い
て
、
委
託
銀
行
か
ら
証
券

類
の
取
立
依
頼
を
受
け
、
こ
れ
を
支

払
金
融
機
関
に
呈
示
し
て
取
立
て
を

行
う
金
融
機
関
を
受
託
銀
行
と
い
い

ま
す
。

⑵
　
為
替
通
知

　

金
融
機
関
間
の
内
国
為
替
取
引
に

お
い
て
は
、
振
込
依
頼
を
受
け
た
仕

向
銀
行
は
、
被
仕
向
銀
行
あ
て
に
振

込
通
知
を
発
信
し
、
証
券
類
の
取
立

依
頼
を
受
け
た
受
託
銀
行
は
、
委
託

銀
行
あ
て
に
入
金
報
告
や
不
渡
通
知

を
発
信
し
ま
す
。 

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
を
受
信
し
た
被

仕
向
銀
行
や
委
託
銀
行
は
、
こ
れ
ら

の
通
知
を
も
と
に
入
金
や
支
払
等
の

事
務
処
理
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
内
国
為
替
取
引
で

は
、
仕
向
銀
行
と
被
仕
向
銀
行
（
代

金
取
立
の
場
合
に
は
、
委
託
銀
行
と

受
託
銀
行
）
の
間
で
、
内
国
為
替
取

引
の
内
容
を
表
す
為
替
通
知
が
授
受

さ
れ
、
こ
れ
が
重
要
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。

５
．
振
込

⑴
　
振
込
の
仕
組
み

　

振
込
は
、
依
頼
人
か
ら
資
金
と
と

も
に
振
込
依
頼
を
受
け
た
仕
向
銀
行

が
、
依
頼
人
の
指
定
し
た
被
仕
向
銀

行
に
対
し
て
、
受
取
人
の
預
貯
金
口

座
に
そ
の
金
額
を
入
金
す
る
こ
と
を

委
託
し
、
被
仕
向
銀
行
が
そ
の
委
託

に
基
づ
き
そ
の
預
貯
金
口
座
に
入
金

処
理
す
る
も
の
で
す
。

　

振
込
は
、
被
仕
向
銀
行
が
振
込
通

知
を
受
信
し
、
受
取
人
の
預
貯
金
口

座
に
入
金
記
帳
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

完
了
し
ま
す
。

　

振
込
の
仕
組
み
は
、
次
の
と
お
り

で
す
（
次
頁
図
表
２
）。

①
依
頼
人
は
、
仕
向
銀
行
に
振
込
を

依
頼
す
る
。

②
依
頼
人
か
ら
振
込
依
頼
を
受
け
た

仕
向
銀
行
は
、
依
頼
人
が
指
定
し

た
被
仕
向
銀
行
あ
て
に
振
込
通
知

を
発
信
す
る
。

③
仕
向
銀
行
か
ら
振
込
通
知
を
受
信

し
た
被
仕
向
銀
行
は
、
振
込
通
知

の
記
載
内
容
に
従
っ
て
受
取
人
の

【図表１】内国為替取扱規則における「為替種類」と「為替種目」

為替種類 為替種目

① 送金 普通送金、国庫送金

② 振込 振込（国庫金振込を含む）

③ 代金取立 代金取立

④ 雑為替 付替、請求

為替取引

資金決済取引
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集

　

従
来
、
手
形
・
小
切
手
取
引
に
つ

い
て
は
、
法
整
備
と
並
行
し
て
手
形

交
換
所
の
設
立
や
不
渡
処
分
制
度
の

創
設
等
に
よ
り
手
形
・
小
切
手
取
引

の
利
便
性･

信
頼
性
を
高
め
る
対
応

が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
対
応
に
よ
り
、
現
在
も

日
本
の
企
業
間
の
取
引
に
お
い
て
、

手
形
・
小
切
手
は
支
払
手
段
と
し
て

広
く
利
用
さ
れ
て
お
り
、
企
業
間
の

手
形
・
小
切
手
を
用
い
た
取
引
に
お

い
て
、
金
融
機
関
は
密
接
に
関
与
し

て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
手
形
・
小
切
手
の
要

件
を
含
む
基
本
的
事
項
、
取
立
を
中

心
に
用
い
ら
れ
て
い
る
手
形
交
換
制

度
・
当
該
制
度
を
用
い
た
資
金
決

済
、
約
束
手
形
の
利
用
廃
止
等
に
向

け
た
動
向
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す

（
注
１
）。

　

な
お
、
本
稿
の
う
ち
意
見
に
わ
た

る
部
分
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ

り
、
所
属
組
織
と
は
無
関
係
で
す
。

（
注
１
）
電
子
化
と
い
う
観
点
で
は
「
で

ん
さ
い
」（
電
子
記
録
債
権
）
の
利
用

も
重
要
と
な
る
（
で
ん
さ
い
に
つ
い

て
は
特
集
③
を
参
照
）。

１
．
手
形
の
キ
ホ
ン

⑴
　
約
束
手
形
の
用
い
ら
れ
方

　

約
束
手
形
は
、
主
に
商
品
の
売
買

時
、「
買
い
手
が
商
品
受
取
と
同
時

に
現
金
を
支
払
わ
ず
、
一
定
期
間

後
、
特
定
の
日
に
支
払
う
旨
約
束
す

る
」
場
合
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

　

売
り
手
は
（
代
金
を
受
け
取
る
前

に
自
身
の
商
品
を
引
き
渡
す
た
め
）

買
い
手
が
事
後
的
に
代
金
を
支
払
っ

て
く
れ
る
旨
信
用
し
、
約
束
の
日

（
支
払
期
日
）
ま
で
支
払
い
を
猶
予

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
約
束
手
形

に
よ
り
、
買
い
手
は
約
束
手
形
の
振

出
時
に
現
金
を
用
意
す
る
（
ま
た
は

当
座
預
貯
金
に
手
形
金
額
相
当
分
の

残
高
を
確
保
す
る
）
必
要
は
な
く
な

り
、
資
金
繰
り
に
資
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
手
形
を
振
り
出
す
際
は
、

振
出
人
が
取
引
銀
行
に
当
座
預
貯
金

口
座
（
注
２
）
を
開
設
し
、
振
出
金

額
以
上
の
残
高
を
用
意
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
小
切
手
も
同
様
で
す
。

（
注
２
）
手
形
振
出
人
は
各
金
融
機
関
が

策
定
し
た
当
座
勘
定
規
定
に
服
す
る

こ
と
に
な
り
、
金
融
機
関
は
当
該
規

定
に
従
っ
て
手
形
・
小
切
手
を
現
金

化
す
る
（
口
座
に
振
り
込
む
）。

⑵
　
約
束
手
形
の
要
件

　

約
束
手
形
の
要
件
に
は
次
の
も
の

が
あ
り
（
手
形
法
一
条
・
七
五
条
）、

原
則
と
し
て
こ
れ
ら
を
欠
く
手
形
は

無
効
と
な
り
ま
す
（
同
法
二
条
一

項
・
七
六
条
。
図
表
１
）。
な
お
、

手
形
を
含
め
小
切
手
も
昭
和
四
〇
年

一
二
月
一
日
よ
り
全
銀
協
が
採
用
し

基
礎
を
押
さ
え
て
実
務
に
活
か
そ
う

内
国
為
替
と
手
形
・
小
切
手

特
②
手
形
・
小
切
手
の
キ
ホ
ン

金
融
の
ベ
ー
シ
ッ
ク
な
手
段
と
し
て
、
手
形
・
小
切
手
取
引
は
知
っ
て
お
く
べ
き
基
礎
的
知
識

と
い
え
る
た
め
、
こ
こ
で
お
さ
ら
い
と
し
て
取
り
上
げ
る
。
ま
た
、
約
束
手
形
の
利
用
廃
止
等

の
動
向
も
押
さ
え
て
お
き
た
い
。
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た
統
一
手
形
用
紙
制
度
に
よ
り
、
各

銀
行
に
お
い
て
同
一
形
式
の
用
紙
が

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
（
一
般
的
に
、

こ
れ
と
異
な
る
様
式
の
手
形
・
小
切

手
は
金
融
機
関
で
取
り
扱
う
こ
と
が

で
き
な
い
）。

〈
手
形
要
件
〉

①
約
束
手
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す
文

字
（
手
形
文
句
）、
②
支
払
文
句
、

③
金
額
、
④
満
期
日
（
支
払
期
日
）、

⑤
支
払
地
、
⑥
受
取
人
、
⑦
振
出

日
、
⑧
振
出
地
（
市
区
町
村
ま
で
記

載
）、
⑨
振
出
人
の
署
名
（
記
名
捺

印
が
一
般
的
）

　

①
～
⑨
の
う
ち
、
①
②
⑤
は
す
で

に
印
刷
済
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
を
振

出
人
は
記
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
な
お
、
後
述
の
と
お
り
、
手
形

法
上
、「
支
払
場
所
」
は
手
形
要
件

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
印
紙
税
法
に
よ
り
手
形
に

は
金
額
に
応
じ
て
収
入
印
紙
を
貼
付

す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
貼
付
漏
れ
・
金
額
不
足
で
も
手

形
そ
の
も
の
は
有
効
で
す
。
こ
れ
に

対
し
、
小
切
手
は
金
額
の
大
小
に
か

か
わ
ら
ず
印
紙
は
不
要
で
す
。

⑶
　
約
束
手
形
に
お
け
る
各
記
載

事
項

①
　
約
束
手
形
で
あ
る
こ
と
を
示
す

文
字
（
手
形
文
句
）

　

当
該
証
券
が
約
束
手
形
で
あ
る
こ

と
を
示
す
文
句
、
標
題
の
こ
と
を
指

し
、
こ
れ
を
手
形
文
句
と
い
い
ま
す
。

②
　
支
払
文
句

　

手
形
は
振
出
人
に
よ
る
支
払
い
の

約
束
・
支
払
い
の
委
託
を
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
証
券
で
あ
る
た
め
、

当
該
文
句
は
手
形
の
中
核
を
な
す
意

思
表
示
で
す
。
文
言
は
「
上
記
金
額

を
あ
な
た
ま
た
は
あ
な
た
の
指
図
人

へ
こ
の
約
束
手
形
と
引
替
え
に
お
支

払
い
い
た
し
ま
す
」
と
統
一
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

も
し
仮
に
「
〇
〇
と
い
う
商
品
と

引
替
え
を
条
件
と
し
ま
す
」
と
い
っ

た
条
件
を
付
す
と
、
当
該
手
形
は
無

効
と
な
り
ま
す
（
こ
の
よ
う
に
、
記

載
す
る
こ
と
で
手
形
が
無
効
と
な
る

事
項
を
有
害
的
記
載
事
項
と
い
う
。

ま
た
、
後
述
す
る
０
号
不
渡
事
由
と

な
る
）。

③
　
金
額

　

手
形
は
金
銭
の
支
払
い
を
目
的
と

す
る
以
上
、
金
額
の
記
載
は
必
須
で

す
。

　

手
形
・
小
切
手
法
で
は
文
字
と
数

字
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
文

字
が
優
先
さ
れ
、
同
じ
種
類
の
記
載

が
重
複
す
る
場
合
は
最
小
金
額
を
手

形
金
額
と
す
る
旨
定
め
て
い
ま
す

（
小
切
手
も
同
様
。
手
形
法
六
条
・

七
七
条
、
小
切
手
法
九
条
）

　

も
っ
と
も
、
大
量
の
手
形
・
小
切

手
を
取
り
扱
う
金
融
機
関
の
事
務
を

滞
り
な
く
実
施
す
る
べ
く
、
金
融
機

関
が
定
め
る
当
座
勘
定
規
定
で
は
、

金
額
記
載
に
関
し
、
ⓐ
復
記
の
い
か

ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
定
の
金
額
欄

記
載
の
金
額
で
取
り
扱
う
こ
と
、
ⓑ

ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
記
載
し
た
場
合

は
、
チ
ェ
ッ
ク
ラ
イ
タ
ー
を
使
用

し
、
金
額
の
頭
部
に
は
「
￥
」
を
、

末
尾
に
は
「
※
」
等
の
終
止
符
号
を

印
字
し
、
文
字
に
よ
る
復
記
を
禁
止

す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
の
が
一
般

的
で
す
。

④
　
満
期
日
（
小
切
手
と
違
い
あ

り
）

　

手
形
は
、
次
の
四
種
類
の
満
期
日

と
す
る
記
載
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

（
手
形
法
三
三
条
・
七
七
条
）。

ⓐ
確
定
日
払
（
特
定
の
日
に
払
う
。

例
：
〇
年
〇
月
〇
日
）

ⓑ
一
覧
払
（
所
持
人
が
支
払
呈
示

（
所
持
人
に
よ
る
金
融
機
関
を
用

い
た
現
金
化
方
法
。
詳
細
後
述
）

を
し
た
と
き
）

ⓒ
日
附
後
定
期
払
（
振
出
日
か
ら
一

定
期
間
経
過
し
た
日
。
例
：
日
附

後
三
ヵ
月
）

ⓓ
一
覧
後
定
期
払
（
所
持
人
が
手
形

【図表１】約束手形の記載例
①手形文句

⑥受取人

③金額 ④満期日
⑤支払地

②支払文句⑦振出日

⑧振出地

⑨振出人の署名
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集

　
「
で
ん
さ
い
」
は
、
一
般
社
団
法

人
全
国
銀
行
協
会
（
以
下
、「
全
銀

協
」
と
い
う
）
の
一
〇
〇
％
出
資
会

社
で
あ
る
株
式
会
社
全
銀
電
子
債
権

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
「
で
ん
さ
い

ネ
ッ
ト
」）
が
提
供
す
る
電
子
記
録

債
権
で
、
手
形
債
権
や
売
掛
債
権
の

課
題
を
克
服
し
た
金
銭
債
権
で
す
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
で
ん
さ
い
の
基

本
的
な
仕
組
み
か
ら
、
昨
今
の
で
ん

さ
い
を
取
り
巻
く
環
境
や
、
当
該
環

境
を
踏
ま
え
た
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
の

取
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

１
．
で
ん
さ
い
の
基
本
的
な
仕

組
み

　

ま
ず
、
で
ん
さ
い
の
特
長
と
メ
リ

ッ
ト
、
取
引
方
法
を
説
明
し
ま
す
。

⑴
　
で
ん
さ
い
の
特
長
と
メ
リ
ッ

ト

　

で
ん
さ
い
の
特
長
は
、
従
来
の
手

形
と
同
様
の
利
用
方
法
に
よ
り
、
取

引
金
融
機
関
を
通
じ
て
、
全
国
の
金

融
機
関
で
利
用
可
能
な
こ
と
で
す

（
図
表
１
）。

　

ま
た
、
で
ん
さ
い
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
従
来
の
手
形
と
比
べ
、
支
払

企
業
お
よ
び
受
取
企
業
の
双
方
で
、

コ
ス
ト
削
減
・
リ
ス
ク
低
減
・
事
務

負
荷
軽
減
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
ま

す
（
図
表
２
・
３
）。

⑵
　
で
ん
さ
い
の
利
用
方
法

　

で
ん
さ
い
を
利
用
し
た
基
本
的
な

資
金
決
済
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
次

の
と
お
り
で
す
（
図
表
４
）。

❶
　
発
生
記
録
請
求

　

ま
ず
、
支
払
企
業
で
あ
る
Ｘ
社

が
、
手
形
の
振
出
し
に
相
当
す
る

「
発
生
記
録
請
求
」
を
、
Ｉ
Ｂ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
バ
ン
キ
ン
グ
）
な

ど
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
請
求
に
あ

た
り
、
債
権
金
額
や
支
払
期
日
な
ど

の
支
払
情
報
を
入
力
し
、
で
ん
さ
い

を
発
生
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、

納
入
企
業
の
Ｙ 

社
に
は
、
電
子
メ

ー
ル
等
で
発
生
記
録
の
結
果
通
知
が

届
き
ま
す
。

❷
　
譲
渡
記
録
請
求

　

次
に
、
Ｘ
社
か
ら
で
ん
さ
い
を
受

け
取
っ
た
Ｙ
社
が
、
Ｚ
社
に
当
該
で

ん
さ
い
を
譲
渡
す
る
と
し
ま
す
。
Ｙ

社
は
、
手
形
の
裏
書
譲
渡
に
相
当
す

る
「
譲
渡
記
録
請
求
」
を
、
Ｉ
Ｂ
な

ど
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。
請
求
に
あ

た
り
、
譲
渡
日
や
譲
渡
先
な
ど
の
情

報
を
入
力
し
、
で
ん
さ
い
を
譲
渡
し

ま
す
。
こ
れ
を
受
け
、
納
入
企
業
の

Ｚ
社
に
は
、
電
子
メ
ー
ル
等
で
譲
渡

記
録
の
結
果
通
知
が
届
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、

で
ん
さ
い
に
は
分
割
機
能
が
あ
り
、

必
要
な
金
額
を
分
割
し
て
譲
渡
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手

形
を
利
用
す
る
時
の
よ
う
に
、
支
払

企
業
に
分
割
し
て
振
り
出
し
て
も
ら

う
等
の
依
頼
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

❸
　
口
座
間
送
金

　

最
終
的
に
は
、
口
座
間
送
金
に
よ

り
、
支
払
期
日
に
な
る
と
自
動
的
に

支
払
企
業
の
Ｘ
社
の
決
済
口
座
か
ら

基
礎
を
押
さ
え
て
実
務
に
活
か
そ
う

内
国
為
替
と
手
形
・
小
切
手

特
③
知
っ
て
お
き
た
い「
で
ん
さ
い
」の
仕
組
み

「
で
ん
さ
い
ネ
ッ
ト
」
は
、
二
〇
一
三
年
二
月
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
開
始
。
現
在
、
四
九
七

の
金
融
機
関
が
参
加
し
て
い
る
。「
手
形
・
小
切
手
機
能
の
電
子
化
」
に
対
す
る
社
会
的
要
請

が
高
ま
っ
て
い
る
流
れ
を
踏
ま
え
、「
で
ん
さ
い
」
と
は
何
か
を
ぜ
ひ
知
っ
て
お
き
た
い
。

株式会社全銀電子債権ネットワーク
（通称「でんさいネット」）

19 特集　基礎を押さえて実務に活かそう内国為替と手形・小切手'21/9月号_No.614 18特集　基礎を押さえて実務に活かそう内国為替と手形・小切手 '21/9月号_No.614



引
き
落
と
さ
れ
、
受
取
企
業
の
Ｚ
社

の
決
済
口
座
に
入
金
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
支
払
企
業
の
Ｘ
社
は
、
支

払
期
日
ま
で
に
決
済
口
座
に
決
済
資

金
を
準
備
し
ま
す
。
資
金
の
受
け
取

り
側
で
あ
る
Ｚ
社
は
、
支
払
期
日
に

予
め
登
録
し
た
決
済
口
座
に
で
ん
さ

い
の
決
済
資
金
が
入
金
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
ま
す
。

２
．
で
ん
さ
い
を
取
り
巻
く
環

境

　

近
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
構

造
的
な
社
会
的
課
題
で
あ
る
企
業
等

の
生
産
性
向
上
、
社
会
的
コ
ス
ト
の

削
減
、
人
手
不
足
へ
の
さ
ら
な
る
対

応
の
観
点
か
ら
、「
手
形
・
小
切
手

機
能
の
電
子
化
」
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
な
テ
ー
マ
の
一
つ
と
な
っ
て

お
り
、
政
府
の
「
未
来
投
資
戦
略
二

〇
一
七
」（
二
〇
一
七
年
六
月
九
日

閣
議
決
定
）
を
受
け
、
金
融
界
に
お

い
て
は
、「（
二
〇
一
九
年
か
ら
二
〇

二
三
年
ま
で
の
）
五
年
間
で
全
国
手

形
交
換
枚
数
の
約
六
割
が
電
子
的
な

方
法
に
移
行
す
る
こ
と
を
中
間
的
な

目
標
」
と
し
て
設
定
し
、
各
種
取
組

を
着
実
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
二
〇
二
〇
年

度
に
、
約
束
手
形
の
利
用
の
廃
止
に

関
す
る
議
論
や
、
書
面
・
押
印
・
対

面
手
続
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
る
な

ど
、
手
形
・
小
切
手
機
能
の
電
子
化

に
対
す
る
社
会
的
要
請
が
さ
ら
に
高

ま
っ
た
こ
と
を
受
け
、
二
〇
二
一
年

四
月
に
は
、
産
業
界
・
関
係
省
庁
と

【図表１】でんさいの特長

手形と同様の利
用方法を採用

・記録できる事項（金額、期日等）は手形と同様
・手形の取引停止処分制度と類似の制度を整備

取引金融機関を
通じてサービス
を利用

・取引金融機関のインターネットバンキング（IB）・
窓口で利用可能
・既存口座で決済資金の引落・入金が可能（別口座で
の管理不要）

全国の金融機関
で利用可能

・全国の銀行・信用金庫・信用組合等で利用が可能
・相手先企業の取引金融機関を考慮する必要なし

【図表２】支払企業のメリット

コスト削減 ・印紙税が課税されず、郵送費用も生じない

リスク低減
・電子記録で管理されるため、紛失・盗難リスクが生じ
ない

事務負荷軽減
・IB 等で請求可能であり、手形への宛先・金額等の記入、
押印、郵送等の発行作業を削減可能

【図表３】受取企業のメリット

コスト削減
・でんさいで受け取った旨を記入した領収書は印紙税
が課税されない
・相手との合意次第で領収書不要扱いも可能

リスク低減 ・支払企業と同様、紛失・盗難リスクが生じない

事務負荷軽減
・電子記録で管理されるため、現物管理の事務が生じ
ない
・自動で決済されるため、取立依頼は不要

資金繰り円滑化
・支払期日に入金され次第、資金を利用可能
・手形割引と同様の簡易な手続きで支払期日前の資金
化が可能（取扱いは金融機関で異なる）

【図表４】でんさいを利用した資金決済の方法

X 社（支払企業） Y社（納入企業①） Z社（納入企業②）

❷譲渡記録請求❶発生記録請求

窓口金融機関 窓口金融機関 窓口金融機関

③支払等記録②譲渡記録①発生記録

でんさいネット
記録原簿

支払債務 支払債務

部品販売・納入物品販売・納入

❸口座間送金 期日に自動送金 !
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